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障害所見は sublethal tubular cell injuryとして知られる病態と一致していた。また尿細
管上皮には、再生性変化として投与後1日、3日目に細胞分裂像とKi-67陽性細胞の増加
を、細胞死への進行抑制機構として single-cell extrusionやオートファゴソーム及びオー
ト フ ァ ジ ー 関 連 タ ン パ ク 質 （ microtubule light-chain protein 
3-phosphatidylethanolamine conjugate・p62）の増加を認めた。さらに各種遺伝子発現






























したがって、本論文は博士（ 医学 ）の学位論文として価値あるものと認める。 
 
  なお、本学位授与申請者は、平成 28年 2月 9日実施の論文内容とそれに関連した
試問を受け、合格と認められたものである。 
要旨公開可能日： 平成   年   月   日 以降 
